
臓器移植の現状と対応について

○臓器提供件数の推移
○今後の臓器移植に関する取組

○最近の施策の進捗状況
・移植希望者（レシピエント）選択基準の改正
・小児からの臓器提供に関する作業班について
・日本臓器移植ネットワークにおけるシステム改修について

第１回 疾病対策部会

平成30年１月17日
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臓器提供件数の推移
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○平成9年10月（法施行）～平成29年12月31日現在 累計 ４９９例
○改正法施行（平成22年7月）後 ４１３例 （うち家族承諾 ３１６例）

家族承諾による
臓器提供

本人の意思表示
による臓器提供

脳死下での臓器提供者数の推移（年別-意思表示別）

家族承諾による
臓器提供
小児（15歳未満）
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臓器提供者数の推移（年別-脳死・心停止別）
（平成10年～平成29年）

脳死（提供可能臓器） 心臓、肺、肝臓、膵臓、腎臓、小腸、眼球（角膜）

心停止（提供可能臓器） 膵臓、腎臓、眼球（角膜） 3
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今後の臓器移植に関する取組



今後の取組

１．運転免許証、保険証、マイ
ナンバーカード意思表示
欄の更なる周知

→ 運転免許証への記載率の
実数調査（厚労科研）

２．中学生向け啓発パンフ
レットの授業実態に合わせ
た改訂

「意思表示している」 12.7％
「家族が意思表示している場合その意思を尊重する」 87.4％

「臓器移植」について、一定の関心・認知度はあるが、
意思表示を促すための取組が必要

国民の理解をより深めるために
「臓器移植に関心がある」 56.4％
「運転免許証裏面の意思表示欄を知っている」 50.0％

これまでの取組

１．意思表示カード等を活用
した普及・啓発

２．臓器移植普及推進月間
におけるイベントの実施

３．中学生向けの啓発パン
フレットの作成、中学校
への配布（約165万部）

（出典）Ｈ29内閣府世論調査

最近の取組

１．高等学校保健体育の教
科書に、臓器移植の記
述を掲載（H29.4～）

２．小児作業班において、
中学校で臓器移植を取
り上げている先生からヒ
アリング（H29.8.2）
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院内体制整備支援事業

JOT

事業の種類 Aプラン Bプラン Cプラン

対象施設 脳死判定 全くなし
脳死判定の準備が整って
いるor一部に不足有り

心停止・脳死下臓器提
供の経験有り

H29年度
実施施設数

７施設 ４０施設 ３８施設

事業完了時
目標

選択肢呈示・意思表示
確認ができる体制整備

申し出があった時に
臓器提供可能な体制整備

常に選択肢呈示、臓器
提供可能な状態を維持

支援内容

マニュアル

○各実施施設の現状に応じ、以下の支援を実施

院内各種委員会の設置指導、マニュアル整備、外部講師の紹介、
脳死判定のシミュレーション、研修会の開催等

過去実施
施設数

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

１７ １６ １７ ６６ ８５

JOTコーディネーター、都道府県コーディネーターが
各施設への支援を実施
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札幌医科大学附属病院
道立こども総合医療センター
小樽市立病院
旭川医科大学病院

八戸赤十字病院

仙台医療センター
宮城県立こども病院

福島県立医科大学附属病院

桑名病院
新潟大学医歯学総合病院
長岡赤十字病院 八王子医療センター

国立成育医療センター
国立国際医療センター

聖マリアンナ医科大学病院
横浜医療センター
横須賀共済病院
横浜南共済病院

飯田市立病院
長野県立こども病院

土浦協同病院
水戸協同病院
茨城県立こども病院

富山県立中央病院
富山済生会富山病院

岐阜大学医学部附属病院
中濃厚生病院
岐阜県総合医療センター
岐阜県立多治見病院

順天附属静岡病院
静岡県立総合病院

静岡済生会総合病院
磐田市立総合病院
聖隷浜松病院
浜松医療センター
静岡県立こども病院
焼津市立総合病院
中東遠総合医療センター

愛知医科大学病院
名古屋第二赤十字病院
大隈病院
小牧市民病院
中京病院

府立医大附属北部医療センター
京都第一赤十字病院
京都岡本記念病院

大阪大学医学部附属病院
堺市立総合医療センター
石切生喜病院
大阪府立急性期・総合医療センター
大阪府済生会千里病院
国立循環器病研究センター

群馬大学医学部附属病院
前橋赤十字病院
太田記念病院
群馬県立小児医療センター

兵庫医科大学病院
神戸大学医学部附属病院
製鉄記念広畑病院
兵庫県立災害医療センター
神戸市立医療センター中央市民病院

徳島大学病院

愛媛大学医学部附属病院
愛媛県立新居浜病院
済生会松山病院

下関医療センター

福岡大学病院
福岡赤十字病院
九州大学病院
聖マリア病院
福岡市立こども病院

鹿児島大学病院

長崎大学病院
長崎みなとメディカルセンター

熊本赤十字病院
済生会熊本病院
熊本総合病院

大分県立病院
藤元総合病院

済生会松阪総合病院
名張市立病院
鈴鹿回生病院

H29年度 院内体制整備事業 5類型施設 85施設
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香川県立中央病院

鳥取県立中央病院

那須赤十字病院



• 平成 29年度厚生労働科学研究費補助金による、「脳死下・
心停止下における臓器・組織提供ドナー家族における満足
度の向上及び効率的な提供体制構築に資する研究（横田班
）」に、ドナー側・レシピエント側課題を解決するための班会
議を設置。

提供・移植施設における課題への対応

厚生労働科学研究費

横田班

ドナー側

臓器提供にかかる手順
整理プロジェクト会議

レシピエント側

移植環境整備プロジェク
ト会議

集中治療
学会

臨床救急
学会

脳神経外
科学会

救急学会 心臓

肺

肝臓

膵臓

腎臓

小腸

あっせん

手術
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患者搬送

お見送り

検証会議
（医学、検証会議）

脳死とされうる状態

意思決定

第1回脳死判定

第2回脳死判定

主治医
集中治療・
麻酔科医師

CO
（院内、JOT)院内事務

臓器摘出術

倫理委員会

脳死判定
委員会

脳死判定医

【課題１】

選択肢提示によ
る主治医の負担

【課題２】

全行程を網羅した手
順マニュアルがない

【課題３】

検証会議資料作成に
よる主治医への負担

集中治療

術前・術中
治療

提供施設における課題と対応

【対応２】
手順マニュアルの作成

【対応３】
検証会議の見直し

【対応１】
新たな選択肢提示の方法
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臓器提供施設

・患者が臓器提供者となり得る状態で
あると主治医が判断
・主治医より患者家族に病状説明

・患者家族が臓器提供について話を
聞くことを希望

・患者家族への説明依頼
・コーディネーターの派遣

・移植待機者の中から臓器ごと
に対象者を選択し連絡

・摘出チーム派遣
・臓器の摘出
・臓器の搬送
・移植実施

日本臓器移植ネットワーク 移植実施施設

※上記仕組みは、「臓器の移植に関する法律」の運用に関する指針（ガイドライン）
（平成９年健医発第１３２９号）等を参考に作成。

移植施設における課題と対応

【課題１】移動による負担

【対応案】
摘出チーム互助制度

【課題２】物品搬送による負担

【対応案】
統一化による物品調達

【課題３】移植数増加による負担

【対応案】
院内連携体制構築

① ・患者家族の意思の確認
・法的脳死判定（２回）

③

②

④

⑤
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最近の施策の進捗状況



移植希望者（レシピエント）選択基準の改正

○心臓移植希望者（レシピエント）選択基準の改正
→小児ドナーの臓器は小児レシピエントに優先して提供する。
※平成２７年１２月１５日運用開始。

○腎臓移植希望者（レシピエント）選択基準の改正
→小児ドナーの臓器は小児レシピエントに優先して提供する。
※（公社）日本臓器移植ネットワークのあっせん誤りに伴うシステム
改修中のため、運用開始日は未定。

○肝臓移植希望者（レシピエント）選択基準の改正
→小児ドナーの臓器は小児レシピエントに優先して提供する。
選択基準の優先順位となっている医学的緊急性の区分の細分化
※（公社）日本臓器移植ネットワークのあっせん誤りに伴うシステム
改修中のため、運用開始日は未定。
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